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 研究要旨：炎症性腸疾患の診断および治療効果予測のため、バイオマーカーの開発が急務である。我々

は、網羅的蛋白解析により見出した Leucin-rich 2 glycoprotein（LRG）の炎症性腸疾患における汎用

検査法としての有用性を検討し、PMDA の薬事戦略相談と並行しつつ慶應義塾大学及び大阪大学において

臨床性能試験を進めている。臨床試験拠点病院である大阪大学では、得られたデータを臨床的視点から

評価し、臨床試験への移行を目指して検討を加えながら、実用化を最終目標として進めている。 
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A. 研究目的 

IBD のバイオマーカーには CRP などの有用性が報

告されているが、内視鏡検査などに変わる感度・

特異度は十分ではない。LRG の炎症性腸疾患(IBD)

の診断・治療効果予測のバイオマーカーとしての

有用性を確立する。 

 

B. 研究方法 

IBD 患者、健常者および IBD 以外の腸炎患者の血

清を収集し、血清 LRG 値および大腸粘膜での LRG

発現およびその発現メカニズムを解析した。 

（倫理面への配慮） 

大阪大学倫理委員会での審査の上、血液採取は少

量にとどめるなどの配慮を行い、個人情報匿名化

の上、試料収集を行った。 

 

C. 研究結果 

血清 LRG 濃度は IBD 患者で高値であった。LRG 値

は疾患活動性と相関するとともに、生物学的製剤

による治療効果と相関していた。LRG の免疫染色

により、炎症腸管局所での LRG 産生が亢進してい

ることが確認された。LRG は IL-6 に依存しない炎

症を捉えるマーカーであり、CRP に反映されない

IBD の重症度・疾患活動性を反映する新規マーカ

ーとして有望である 

 

D. 考察 

LRG は炎症性腸疾患の活動性を反映し、生物学的

製剤の治療効果を予測しうる新たなバイオマー

カーとなることが確認された。汎用的臨床検査法

としての収載を目指し、検討を進めている。 

 

E. 結論 

IBD のバイオマーカーとして CRP とは異なる発現

機序を有する LRG は、臨床的に幅広く活用できる

可能性が示唆された。 
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